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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい２０

　　―　解　　説　―
ここで言う「失敗」とは、言うまでもなく「バ
グ 」 ある いは 「 不具 合」 の こと です 。
McConnell は、不具合の原因を“完全に理解す
ること”は、エンジニアの「義務」であるとい
う。それは、「あなたが間違って組み入れたの
だから、本来あるべき姿に戻す義務がある」と
言っているのです。一見、強い調子に聞えるか
もしれませんが、良く考えたら、これは当然な
のです。しかしながら、実際に行なわれている
行為は、その場しのぎの「手当」でやり過ごし
ていることが多く、そのために、治ったはずの
「バグ」が治りきっていなかったり、別の不具
合を生み出したりしているのです。不具合を埋
め込むという「失敗」をしたうえに、さらに修
正という行為で、新たな不具合を埋め込んでし
まうという「失敗」を重ねているのです。当
然、リワークになってしまうし、納期も外すこ
とになることもあるでしょう。時には、市場で
問題が出てしまうことになり、致命的なダメー
ジを受けることになるかも知れません。
こうした不具合の修正方法のまずさが、多くの
人にとってソフトウェアの開発を困難なものに
してしまうのです。

　　　　　　習慣化の危険

この原理の例のような修正の仕方になるのは、
通常、納期が迫っていたり、沢山の不具合が発
生して、早く片付けなければならないような状
況にあることが考えられます。落ち着いて「問
題」を探す余裕もなく、つい、「現象」を押さ
えることでかわそうとしてしまう。人によっ
て、この種の修正の仕方をして事態を悪化させ
る傾向があることから、習慣化していることも
考えられます。つまり、不具合修正の一つのス
タイルとして身に付いているわけです。特に、
いつもいつも直し方の欠陥が直に露呈するわけ
ではありませんので、その場は上手く行ってし
まうこともあります。そのため、「成功体験」
として体が覚えてしまう危険があるのです。

　　　　　　視界の変化

もう一つこのような問題が起きる要素として、
視界の狭さが考えられます。分析段階や設計段
階では、いろんな「関連」を考慮に入れながら
進めているため、あるところで仕様の変更が起

きても、影響範囲について広角度に考えること
ができ、意外と修正モレや間違った修正をしな
いものです。しかしながら、テスト段階に入っ
て、連日、バグの追跡に追われ、ソースコード
を追いかけることが多くなっている状況では、
修正の仕方によって影響を受ける範囲などを上
手く考えることが出来なくなっているもので
す。この原理１８８の例のように、画面に見え
る値が「現象」に過ぎないにも関わらず、それ
が「問題の箇所」に見えるのです。そしてそこ
を直せば、この問題は見事に解消するように思
えるものです。以前にも同じような間違いをし
たにも関わらず、今、また同じ間違いを犯すの
です。
この視界が狭くなるという変化は誰にでも起き
るものですが、経験豊かで優れたエンジニア
は、そのように狭くなっている可能性のある自
らの視界を調整するために、すぐに再現に頼っ
たりソースを追いかけるのではなく、先ずは、
不具合に関連する「要求」を確認したり、設計
書の関連する箇所を見るのです。こうすること
で、３ヶ月前の設計段階に自分の頭の状態を戻
すのです。但しこれが出来たとしても、十分と
は言えません。

　ソフトウェアが失敗したときは、あなたは、単にその周辺だけを分析して原因と思われるもの
を速やかに修正するのではなく、その失敗の原因を完全に理解する義務がある。
　あなたがソフトウェアの失敗の原因を追跡しようとしていたとしよう。あなたは、特定のコン
ポーネントがある値を送っていること、その値が望ましい値のちょうど２倍のであることに注目
した。その場しのぎの解決策は、作られた値をそれが移される直前に２で割ることである。この
解決策は、（１）それはすべてのケースでうまく働かないかもしれないし、また、（２）そのプ
ログラムが、互いに補いあう実質的に２つのエラーを含んだままにしておくため、将来、そのプ
ログラムを実質的に保守できないものにしてしまう（原理９２）、という理由で不適切である。
その場しのぎの解決策がもっと事態を悪くするのは、受け取り側がそれを使う前に受け取った値
を２で割ることである。この解決策には、最初に挙げた問題にすべて関連する問題に加えて、そ
れが誤ったコンポーネントを呼び出して誤った値を受け取るという、すべての将来のコンポーネ
ントに及ぶ問題がある。正しい解決策は、プログラムをよく調べて、なぜ値が一貫してちょうど
２倍になるかの原因を突き止めて、それを修正することだ。
（２０１の鉄則：原理１８８＜進化の原理＝現象を直すのではなく問題を直せ＞）

　　　　　変更制御の目的

その上で、このような間違った修正行為を見過
ごされることのないように、レビューという行
為（プロセス）をによってチームや組織でカ
バーしあうのです。ひとりで問題を追跡し、そ
の間違っている個所を特定し、「そこ」を修正
すれば、この問題は解消すると思っても、そこ
には「ひとりの限界」あるいは「分かることの
限界」というものが存在します。しかもその限
界は、当人には見えないことが多いのです。
特定した問題の箇所を明らかにし、その対応策
を公表することで、他の人の「視界」に晒すの
です。そしてそれによって、思い込みの状態を
矯正したり、時には、自分を誤魔化していた状
態から目覚めることができます。、特に、テス
ト工程の後半に入っての不具合の修正行為は要
注意です。不具合に伴ってソースとの対面が連
日続いていることや、精神的にも疲れているた
めに「現象」の対応で逃げようとする気持ちが
強くなってくることなど、誘惑が多くなるから
です。
また、不具合が少なくなってきた終盤に発生す
る不具合の場合は、逆に緊張感が欠けていた
り、軽率に対応してしまうことも考えられま
す。
このような失敗を防ぐためにも、不具合の修正
に対しては、何らかの規制（変更制御）が必要
になります。

　　　　　　変更ミスの統計

残念ながら、しっかりしたリーダーも存在せ
ず、このような行動様式をもっている組織ほ
ど、「変更制御」を導入することに抵抗する傾
向があります。そして、その抵抗の根拠は、
「そんなことをしていては修正が間に合わな
い」というものです。このような姿勢からは何
も改善しないことは言うまでもありません。ど
うしても、このような抵抗が強いときは、不具
合の分析項目として、「変更ミス」あるいは
「変更制御モレ」という項目を用意し、その実
態を把握することから、突破口を開くことで
す。
　　　　　　　　　　（次号へ続く）

進む 韓国経済構造変革

▲ＩＭＦからの資金導入を機に、韓国の経済が大きく舵を切り始めた。先月号にも触れたよう
に、調整解雇の承認やM&Ａの規制撤廃を受けて韓国の財閥が一斉にリストラに踏みきることが
予想される。まだ価値の残っている事業を切り離し、欧米の企業に売却したり、合弁事業で立
て直しを図る。欧米の企業も、東アジアに拠点を構える絶好のチャンスである。
▲アメリカ式の資本の原理の働く制度に変化する。もちろん、その過程で大量の失業者が出る
だろう。だが既存の規制の撤廃が中途半端でなければ、欧米の資本を呼び込むことができ、案
外と立ち直りは早いかも知れない。欧米資本も、今まで政策的に外資を止めていた国だけに、
進出には意欲的である。
▲翻って日本では、金融機関への横並び的な公的資金の投入によって、金融機関の改革が後退
することは避けられず、ビッグバンのテンポも遅らせることになるだろう。今までなら欧米各
国から非難轟々だろうが、今回はすぐ隣りの韓国が門を開いている。日本が、これまで同様に
のらりくらりとした対応をするなら、彼らは日本を諦めて韓国に進出することになる。
▲韓国に進出してみると、空港は利用しやすいし、港湾施設も日本をしのいでいるし、港湾労
組の問題もない。勤勉さについては、日本に勝るとも劣らない。国民の英会話の能力も、日本
よりも優れているかもしれない。しかも、日本向けの製品を作るとなれば、大いに力を発揮す
るだろう。北朝鮮の問題を除けば、条件は日本よりも整っているかも知れない。そうなると、
日本の存在はどうでも良くなってしまう。極東の拠点は２つも要らないのである。
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困
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。
む
し
ろ
逆
だ
。
そ

の
人
の
人
生
を
考
え
な
い
、
場
当
た
り
的

な
安
易
な
妥
協
を
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
保
身
の
は
ず
が
棄
身
に

で
も
、
結
果
的
に
日
本
の
「
会
社
」
は
、

そ
う
い
う
人
を
大
量
に
生
み
だ
し
て
き

た
。
い
や
む
し
ろ
称
賛
す
ら
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
最
近
の
企
業
の
生
産

性
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
逆
に
「
世
界
」

に
大
き
く
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
会

鐘鐘

音音
のの

暁暁 か
　
　
　
　
　
ね
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る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
供
が
小
学
校
の
三

年
生
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
、
多
額
の
住
宅

ロ
ー
ン
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
は
、
そ
う

せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
う

い
う
家
庭
環
境
の
変
化
を
社
会
が
支
え
る

仕
組
み
が
存
在
し
な
い
現
状
は
、
家
庭
で

し
つ
け
が
で
き
る
状
態
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

本
来
、
父
親
は
「
企
業
人
」
「
家
庭

人
」
「
社
会
人
」
の
三
つ
の
役
割
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
三
つ
の

義
務
を
果
た
す
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
）
で
は
人
と
し
て
認

め
ら
れ
る
必
要
条
件
だ
と
い
う
。
そ
の
配

分
は
均
衡
で
な
く
て
も
、
全
く
放
棄
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
中
国
の
文
献
の
中

に
も
「
五
計
＝
生
計
、
家
計
、
身
計
、
老

計
、
死
計
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
中

の
「
身
計
」
は
「
企
業
人
」
に
通
じ
る
も

の
で
あ
り
、
「
家
計
」
は
、
「
家
庭
を
運

営
し
て
い
く
た
め
の
計
ら
い
」
と
い
う
意

味
で
「
家
庭
人
」
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
「
家
庭
人
」
の
放
棄

だ
が
こ
の
国
の
父
親
は
「
家
庭
人
」
と
し

て
の
役
割
を
放
棄
し
て
久
し
い
。
核
家
族

化
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
既
に
四
〇

年
と
い
う
時
間
が
経
っ
て
お
り
、
そ
の
間

二
つ
の
世
代
が
生
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
中
学
生
の
親

も
、
「
家
庭
人
」
を
放
棄
し
た
父
親
の
下

で
育
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

家
庭
人
と
し
て
の
義
務
を
放
棄
す
る
際

に
、
「
お
父
ち
ゃ
ん
は
、
家
族
の
為
に
毎

日
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

い
う
言
い
訳
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
頭
の
い
い
、
感
受
性
の
強
い
小
学
生

と
も
な
れ
ば
こ
の
「
う
そ
」
を
見
抜
く
。

「
う
そ
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
い

が
、
少
な
く
と
も
「
お
と
な
は
自
分
勝
手

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
は
気
付
く
。
そ

今
月
は
紙
面
の
関
係
上

「
今
月
の
一
言
」
は
お
休

み
し
ま
す
。

家庭人の役割は？家庭人の役割は？


